
発生日時 事故当事者 ２次下請け

年齢性別 ５４歳男性 職種

事故概要

事故種類

けが人無し被災程度（全治）

事故区分

一般事故

公衆災害 土工（兼運転手）

平成24年11月24日 8時40分

改善策

特殊堤耐震補強のため地盤改良、Ｈ鋼による基礎杭工を行う工事であり、構造物取り壊しのためバックホウ
（0.4m3大型ブレーカー）をリース会社から借り受ける際、二次下請業者の社員が直接リース会社へ出向き、自社
保有トラックにて借り受けを行った。積込み完了時に荷姿で高さの確認をしておらず（車両制限令3.8mを越える
4.53m）、現場搬入時市役所本館と別館の連絡通路に設置してあるアーケード構造物高さ4.5mに接触破損させた
ものである。
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事故状況図

・　リース会社で積込時に重機積込後の高さ確認がされておらず、車両制限令を越える高さで公道を走行した。
・　新規入場時にはハザードマップにより市役所連絡通路は4.5m未満と説明していたが、運転者は個人的に大丈
夫だろうという判断をしてしまった。

・重機の搬入・搬出の際は、作業員及び外部リース会社の運転手に対しても安全管理について周知徹底し、再発
防止に努める。
・重機運搬はリース会社又は運送会社に依頼する。
・やむを得ず自社運搬する場合には運転手により荷姿(アームの折りたたみ状態)確認をする。
・トラック点検表に高さ等の確認欄を追加し出発前に確認を行い、現場代理人、管理技術者へ報告後に運搬す
る。
・搬入・搬出を行う場合は市役所の連絡通路に誘導員を配置する。
・朝礼・ＫＹ活動で運転手に注意喚起する。

・事務所内の主任監督員に、安全協議会の開催と出席、また事故内容の周知を行うとともに、リース会社も含めて
運搬時における安全対策の徹底と法律等の遵守を確実に実施するよう指導を行った。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

架空線ハザードマップを修正し再度安全教育を行い
高さについて周知徹底する。

トラック点検表に高さ等の確認欄を追加し出発前に
運転手により確認を行い、報告後に運搬する。

運搬経路



発生日時 事故当事者 1次下請け

年齢性別 職種

改善策

中央分離帯上り線 除草作業中に石が飛跳ね下り車線走行中のお客様を迎えに行く途中の送迎ﾊﾞｽの中央付近
の窓ｶﾞﾗｽを破損損傷させた｡
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事故状況図

･上り車線側のみ飛散防護（コンパネ）を設置して肩掛け式草刈機（回転式）により除草作業を行った。
・飛散防護を設置していない下り線側に飛石が飛散した｡（草刈り機の回転方向が左回転であり飛石は左方向（上
り線側）にしか飛散しないと考えていた）
･保全対象が存在する側に確実に飛散防護が設置されていなかった。

･施工計画書、作業手順書に現場状況に応じた適切な作業方法（肩掛け式草刈機（回転式）、肩掛け式草刈機（揺
動式）、手鎌等）を明確にし、全作業員に指導徹底を行う。
･飛散防護(コンパネ等)の設置が十分な対策効果が得ることができない恐れがある場合は､手鎌または肩掛け式
草刈機（揺動式）を使用する｡
･肩掛け式草刈機(回転式)により除草作業を行う際は､飛散防護の効果が確実に発揮できるよう確実に実施する｡
・再発防止教育を作業従事者全員に行い、安全意識の向上を図る

・平成２４年１２月５日、事務所安全大会において、類似工事における再発防止に向けた注意喚起を行った。
・主任監督員を通じて事故事例の情報提供を行い、再発防止の指導徹底を行った。

類似工事（他工事）へ活用でき
る対策等

改善策等

事故原因等

事故概要

事故種類

ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ右側中央付近窓ｶﾞﾗｽ破損被災程度（全治）

事故区分

一般事故

公衆災害

平成24年11月29日 9時10分

6.2m
1 .1m

3 .25m

被災車両

作業方向

車両進行方向

交通誘導員

ｶﾗｰｺｰﾝ

作業員

作業員（草刈機）

養生（ｺﾝﾊﾟﾈ）

NO
.
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